
71

ちょっとデリケートなお金の話。

天体観望会、いくらまでならお金払っても参加しますか？

高梨直紘（東京大学）

平松正顕（台湾 国立清華大学）

街角で天体観望会を開いている「天の川急便」の

銀座での活動の様子。「星を見る」ということは、

帰宅の足を止めていただける程度の訴求力はあ

るようです。

今月のお題

天文活動の貨幣価値

■天プラtwitter（@tenpla）好評配信中です。

 

　観望会、プライスレス？

　天プラでは、これまでさまざまな場所で天体

観望会を行ってきました。本誌をお読みの皆さ

んの中にも、ご近所の子どもたち向けや一般向

けに同様の活動をされている方もいらっしゃる

ことと思います。街中でこのような活動をやっ

ていると、道行く人に「いくらで見せてもらえ

るの？」と声をかけられ、「無料ですよ」と答

えると「おお、じゃあ見せて見せて」という展

開になることもあります。いくらまでだったら

望遠鏡で星を見るために出してもいいと思われ

ているのでしょう？

　世の中の観望会の多くは無料で開催されてい

ることと思いますが、会場への交通費や機材の

メンテナンスなど、観望会運営にはお金がかか

る場合もあります。このお金は基本的には個人

/グループの持ち出しでまかなうことになりま

すが、例えば寄付などを集めることができれば、

よりよい機材や人的体制で観望会を行うことが

でき、見に来てくださる方の満足度も上がると

いうものです。

そんなことを考えていたときに、テレビである

ウェブサイトが紹介されていました。

kickstarter.comというサイトで、音楽家や芸

術家、発明家などが自分の企画をサイトに登録

し、それに賛同する閲覧者から寄付を受けると

いうものです。寄付を受けたい人も寄付をして

みたい人もこのサイトにアクセスすればよいわ

けですから、個々の企画で独自に告知するより

はるかに効率的に寄付を集めることができるわ

けです。実際、この仕組みで寄付を集めた多く

の企画が既に実現されているようです。残念な

がら日本からは企画登録できないのですが、日

本にも似たような仕組みはあるでしょうか？何

かご存知でしたらぜひ教えてください。

　実は、日本の宇宙開発研究を担うJAXAも「こ

の活動にいくらなら払ってもよいか」という形

式のアンケート調査でその活動について評価を

行っていました。2005年のアンケートでは、惑

星探査や衛星での天文観測に払ってもよい額の

平均は一人1年に547円。一方で天気予報の向上

等には1363円。星ナビ読者のみなさんだったら

前者にはもう少し払ってもよいと考える方も多

いかもしれませんね。

　貨幣価値だけで考えるというのは、物事の多

様な面を見落とす可能性があるので注意が必要

です。が、時には有効であることも確か。活動

をよりよくしていくためのひとつの方法として

考えてみるのもいいかもしれません。
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ネームの長さに応じて、左右の位置を調節して下さい。

（左ページ参照）
このネームは右端ゾロエです。

オビ色と写真の囲み系の

フチの高さは必ず

揃えて下さい。

写真の大きさは

適当にアレンジして下さい。

色地の外側に5ｍｍ～8ｍｍ程度

伸ばしてもＯＫです。

現
状
5
ｍ
ｍ

写真を色地内に納める場合は

この位置に揃えて下さい。

（191ｍｍ[ケイ幅含む]）
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